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-JJ'.ヒトの plasminogen は Streptokin.lSe と
complcx を･作ることにより柿めて強い plasminogen
ICtivatorチ.i;･t'[･.を生する机 サルの plasminogenには
streptokinaseのrt.Ts加でもactivatori.I;･性の発現はほと
んどLt!められす.plasminrT;･t'LとしてtLn黙されることが
示された｡
以上のことから,サルとヒトでは凝悶系には差矧 まな
い机 紙料系ではかなりの軌腿の;B･がTl-･I托することが明
らかになった｡この,!.(1月とを.751L波しつつ.々後のTi験rl勺血
相1'LミrE泡符の研究に巡脈させたい｡
ニホンザルの方略行動に及ぼす変型 SRTの
転移効果
小牧 純岡 (金沢大･法文)
連続弁別逆転訓紋(SRT)の変型を2抑考案.それぞ
れの訓練をうけたこホンザルの2試行調!題およびLS課
題における遂行を吟味することにより.'J'略行動の学習
枝柄の解明を試みた｡
6qlのオスのニホンザルをPI汀･とN郡の2才tY･に分け,
-T･MI.i別紙ののち.20逆転からなる変型 SRTを3ブロッ
ク,即60逆転にわたって与えた.訓練袋ETiはWGTA,
刑淑肘 ま口木モンキー･センタ-の保有のストックから
選んだ｡126旧く63対),報酬は干しブドウまたはピTナ
ッツである｡両群には.通常の SRTと異なり.各逆転
の開始前 PまたはNの情報試行を3試行附加的に与え
た｡つまり.次の逆転の正刺激を1個提示し反応を強化
する(P群)か.次逆転の負刺激を1個提示し反応を強化
しない (N群)かの情報試行のあとで逆転訓練に入る.
逆転訓練は1日45-51試行.迎続10正反応をもって逆転
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